
豆まき集会～心の鬼を追い払おう～ 
今年の節分は、２月２日（火曜日）でした。これは、

明治３０年以来、実に１２４年ぶりのことだそうで

す。太陽と地球の関係によって暦が決められていて、

その調整に当たる年が今年になると新聞やニュース

で知りました。太陽と地球の関係とは、実にスケール

の大きなお話ですね。 

２月１日（月曜日）。その節分を前に、一足早い豆ま

き集会を行いました。今年は、密を避けるために分散

して豆を投げたり、かけ声を進行係だけにしたりと、

感染症対策を施した上で実施しました。子どもたちは、クラスごとにみんなで作った鬼のイラスト

をめがけて、力いっぱいに豆をまいていました。心の鬼を追い払い、福を入れ込み、もうすぐ春が

やってきます。立春が過ぎると、春の足音が近づいてきます。５１名の福田小の子どもたちが、明

るい気持ちで、みんな仲良く、健やかに成長していくことを願っています。 

また、節分に合わせ、秋山の蓮沼さんからイワシの頭に大豆の枝をさしたものをいただきました。

イワシのにおいは鬼がいやがるものと知られていたことから、邪気を追い払うものとされています。

「鬼やコロナを子どもたちによせつけないようにとの意味を込めた」と蓮沼さんはおっしゃってい

ました。こうして地域の方々に、見守られて子どもたちは明るく学校生活を送っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シトラスリボン～思いやる気持ちを込めて～】 

２月４日（木曜日）の「しらさぎタイム」の時間に、全校生でシトラスリボンを作成しました。

シトラスリボンプロジェクトは、コロナ禍の中、一生懸命に私たちの暮らしを支えていただいてい

る方々（医療従事者の皆様等）に感謝の気持ちを伝えるとともに、差別や偏見のない社会を目指そ

うと愛媛県で始まり、川俣町商工会・青年部・女性部の皆さんも賛同して進

めている運動です。いつ誰が感染してもおかしくない状況の中、心ない差別

や偏見をしたりしないで、互いを思いや

る気持ちをもつことは、とても大切なこ

とだと思います。子どもたちは、思いや

りや優しさを込めて協力しながらシト

ラスリボンを作りました。ぜひ、ご家庭

でも子どもたちと一緒に作成してみて

ください。みんなで、シトラスリボンに

込められた互いを思いやる人の輪を広

げていければ素敵だと思っています。 
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